
 

「人と あたたかく かかわる子」 
 

新学期が始まって、もうすぐ２か月が経とうとしています。一年生も随分と学校生活

に慣れ、いろいろな学習や活動に一生懸命に取り組んでいて、うれしく思います。 

５月９日の朝会では、４月の「あいさつで輝こう」に続いて、５月は「人とあたたかく

かかわる姿で輝こう」という呼び掛けをしました。 

４月の学校説明会でお伝えしましたように、学校教育目標「一人一人が輝く 楽しい

学校」の実現に向けて、「輝く」を合言葉に子供たちにチャレンジすることを投げ掛け

ています。５月の「人とあたたかくかかわる子」は、本校の目指す四つの子供の姿の中

の一つです。 

 

 
 
 
 
 
４月は、教室や廊下で元気な挨拶が飛び交いました。たくさんの子が前向きな気持ち

でチャレンジし、その姿がとても素敵でした。子供たちには、「笑顔で挨拶を交わして

いくと、相手の人と心がつながっていきます。これからも、このチャレンジを続けてい

きましょう。そして、いつか泉小学校が『あいさつ日本一』の学校になるといいです。」

と話しました。 

５月は、運動会があります。この運動会に向けての取組を通して、友達との心のつなが

りを深めるとともに、学級としての結束を強め、よりよい学級・学年にしていこうとい

う意識が高まっていくことを願っています。そこで、子供たちに次のような話をしまし

た。「運動会を成功させるには、みんなの心がしっかりとつながることが大切です。そ

うなるために、５月は『人とあたたかくかかわる』ことにチャレンジしましょう。困っ

ている友達がいたら、声を掛けて助けてあげましょう。うれしいことをしてもらったら、

ありがとうの言葉を伝えましょう。授業中も、友達の話を最後までしっかりと聴いてあ

げましょう。逆に自分の思いを相手にしっかりと受け止めてもらいましょう。自分が悪

かったなと思ったら、素直に謝りましょう。友達のよいところを見付けたら、その場で

どんどん褒めてあげましょう。そして、学級のよいところを、学級のみんなでたくさん

見付けていきましょう。」 
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【目指す子供の姿】 

〇人とあたたかくかかわる子 

〇自己を見つめる子 

〇課題を解決する子 

〇成長・未来につなげる子 

キャリア教育の四つの

基礎的・汎用的能力と

関連付けて設定 



先日の「１年生を迎える会」では、６年生を中心に縦割り班で１年生を温かく迎え、自

己紹介をしたりゲームをしたりして、楽しく活動しました。どの教室からも楽しそうな

声が響き、お兄さんやお姉さんに迎えてもらった１年生の笑顔が輝いていました。そし

て、班のみんなに優しく温かな声掛けをする６年生の姿が輝いて見えました。６年生を

サポートする他の学年のたちの振る舞いもとても素敵でした。 
さあ、次は運動会です。子供たちは、毎日、仲間とともに練習を頑張っています。運

動場からは、仲間を応援する元気な声が響いています。さらに「あたたかい言葉」「あ

たたかい行動」で輝く子が増えていくと思います。子供たちのチャレンジに期待してい

ます。 
 

 

【自律登校について】 
昨年度の試行に引き続き、本年度は、各学期始めの約１か月を集団登校、その後を自律

登校としています。 

  

 

 

 

 

自律登校のメリットはたくさんありますが、泉小学校は、交通量が非常に多い学区なだ

けに、安全面への心配がとても大きいです。「自律登校になったら、登下校の危険が増え

た」「自律登校にしたから事故が起きた」などということは、絶対に避けなければなりま

せん。 

毎日見守りをしてくださっているボランティアの方々や上級生に頼るのではなく、「自

分の命を自分で守っていくためには、どんな行動をとればよい

か」を考えさせながら、子供たちの主体的な判断力を身に付けさ

せていく必要があります。まずは、御家庭で登下校時の安全対策

や約束の確認をし、自律登校に備えてください。学校でも様々な

手立てを講じて指導していきます。また「学校、保護者、地域が

連携して、宝である子供たちを守る」という視点での「旗振り」

や「見守り」もよろしくお願いします。 

 

 

 

【自律登校期間】 

１学期 ： ６月 ２日（月）～  ７月１８日（金） 

 ２学期 ： ９月２９日（月）～ １２月１９日（金） 

 ３学期 ： １月２２日（木）～  ３月１６日（月） 

 

自分で考え、判断し行動する。交通ルールを守る。

人に迷惑を掛けない。等「自分を律しながら、安全

に登校する」という意味から、本校では、「個別登

校」のことを、「自律登校」と呼んでいきます。 


